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１ . P E R S O N B . C .５ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 哲 学 者 で 、 普 遍 的 で 客 観 的 な 人 間 探 究 を 1

通 し て 初 の 本 格 的 な 哲 学 を ス タ ー ト 。

２ . ギ リ シ ア 語 の 「 愛 知 」 語 源 ： 英 語 の ph i l o s o p h y 「 哲 学 」 の 語 源 2

３ . W O R D ソ ク ラ テ ス の 言 葉 で 「 私 は 自 分 が 善 や 美 の 真 理 を 知 っ て は い な い 3、

と い う こ と を 知 っ て い る 。 こ れ は 「 ソ ク ラ テ ス に ま さ る 知 者 は い な い 」 と い」

う 神 託 を 解 釈 し た も の 。

４ . W O R D ソ ク ラ テ ス の 言 葉 で 「 無 知 の 知 」 の 自 覚 を 主 張 し た も の 。 4

５ . ソ ク ラ テ ス が 金 と か 地 位 へ の 執 着 を 戒 め た 言 葉 で 、 ア テ ネ の 青 年 に 多 大 な 5

影 響 を 及 ぼ し た も の 。

６ . ギ リ シ ア 語 の 「 魂 。 6」

７ . 無 知 を 自 覚 さ せ 、 自 分 の 中 に あ る 真 の 知 を 生 み 出 さ せ る 哲 学 の 方 法 。 語 源 7

： 英 語 の d i a l o g u e 「 対 話 」 の 語 源

８ . 問 答 を 通 し て 、 相 手 が 真 の 知 恵 を 発 見 す る こ と を 手 助 け す る 。 も と も と 自 8

分 の 中 に あ る 真 の 知 を 生 み 出 さ せ る こ と か ら の た と え 。

９ . 無 知 の ふ り を し て 問 答 し 、 相 手 に 無 知 を 自 覚 さ せ る ソ ク ラ テ ス の 論 法 「 知 9。

ら な い ふ り を す る こ と 」 が 原 義 。 語 源 ： 英 語 の ir o n y 「 皮 肉 」 の 語 源

1 0 . 国 法 を 破 っ て 逃 亡 す る こ と を 拒 ん だ 際 の ソ ク ラ テ ス の 言 葉 「 悪 法 も ま た 10。

法 な り 」 と と も に こ れ も 。

1 1 . ソ ク ラ テ ス の 主 知 主 義 の 倫 理 思 想 で 「 ア レ テ ー （ 徳 ） を 知 れ ば 、 そ れ を 11、

行 う こ と が で き る 」 の 言 葉 で 表 現 。

12 . ギ リ シ ア 語 の 「 徳 、 優 秀 性 。 12」

1 3 . 感 性 よ り も 知 性 を 重 視 す る 哲 学 の 立 場 。 関 連 語 ： 心 情 主 義 ・ 経 験 主 義 13

1 4 . ソ ク ラ テ ス の 毒 杯 を 仰 い で 自 死 し た 際 の 「 悪 法 も ま た 法 な り 」 に 象 徴 さ れ 14

る 、 知 る こ と と 行 動 の 一 致 を 重 視 し た 考 え 方 。 関 連 事 項 ： 中 国 （ 明 ） の 王 陽

明 が 大 成 し た 陽 明 学

15 . ソ ク ラ テ ス の 「 真 の 幸 福 と は 、 道 徳 的 に 生 き る （ よ く 生 き る ） こ と 」 と い 15

う 言 葉 で 表 現 さ れ た 考 え 方 。

T. Q .「 ソ ク ラ テ ス の 説 く 問 答 法 と は ど う い う も の か ？ 」

T. A .

問 答 法 と は 、 他 者 と 対 話 す る こ と で 真 理 を と も に 探 究 す る 方 法 で あ る 。 対 話 す る こ と で 相 手

に 無 知 を 自 覚 さ せ 、 真 の 知 を 生 み 出 さ せ る こ と か ら 、 産 婆 術 に た と え ら れ て い る 。 た え ず 自

分 自 身 を 反 省 し 、 自 ら の 独 断 を 避 け よ う と す る 問 答 法 の 態 度 か ら 、 現 代 の 言 論 の 自 由 や 民 主

的 な 考 え 方 が 生 ま れ て い る 。


